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一 レ研 究論文 く

教師の 自己認識か ら見 た職能成長過程

　　　　　　　　と成長促進 要因
一

国立教 員養成 系大学卒業教員 の 事例 を も と に して 一

　　 摂南 大学 木 岡
一

明

大阪大 学大学院 榊 原 禎 宏

1　 教師の 職能 と そ の 成長過程 を巡 る 問題 の 所在
　　　　　　　　　　一 本研究 の 課題 と方法一

　本研究 は ， 教師の 職能成長 の 有 り様 を教師自らが 描 い た 自己像 か ら捉え ， 教

師個 々 に よ っ て 多様 に あ り う る職能成長過 程の 動 態 と
，

そ の 職能成長過 程 に 影

響 を及 ぼ した諸要因を 明 らか に す る こ と を課題 と して い る
。 ただ し，

これ まで

も教師 の 職能成長 に っ い て は
， 種 々 の 研 究が 重 ね ら れ て きた

（1）
。

こ れ らの 研究

を逐 一
こ こ で レ ビ ュ

ー す る だ けの 紙 幅 は な い が
， 本研究 と従来 の 諸研 究 との 相

違 を明 らか に して お か ね ば な らな い
。

　本研究が 対 象 と した の は ， あ る 国立 養成 系大 学 の 同 じ研 究 室 を卒 業 し ， 卒業

　　　　　　　　 表 1 − 1　 調査対象教 員の プ ロ フ ィ
ー

ル

年 齢 性 家　 族　 構 　 成 勤務校種 教 員 歴 教 員 組 合 転 勤経験

A32 歳 男 妻 あ り， 子供 2 人 小 学 校 9 年 8 月 未 加 入 有　 　 り

B32 歳 男 妻 あ り， 子供 2 人 小 学 校 7 年 8 月 加　　 入 有　 　 り

C29 歳 女 夫 あ り，子 供 2 人 小 学 校 7 年 8 月 加　　 入 2 度有 り

D29 歳 女 夫 あ り， 子供 1 人 小 学 校 6 年 8 月 加 　　 入 2 度有 り

E29 歳 男 妻 あ り ， 子供 2 人 高　 　校 6 年 8 月 加 　 　 入 有 　　 り

F28 歳 男 妻 あ り，子 供 1 人 小 学 校 4 年 8 月 加　　 入 無　　 し

G27 歳 男 未婚 ， 独 居 小 学 校 4 年 8 月 加　　 入 無　　 し
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教師の 自己認識 か ら見 た職能成長過程 と成長促進要因

後 も継続 して 研究室単位 の 研究会 に 参加 して きた 正教員 歴10年未満 の 比較的若

い 教師層で ある （表 1− 1参照 ）。 また本研究が描 い た の は ， 量 的に 集約 され た

「職能成長 モ デル 」で は な く， 自 らの 職能成長過程 を 自己評 価 して 描 い た各教

師の 個人 的 な 「職能成長像」で あ る。

　本研究が
， 既 に 述べ た教師層 を対象 に 事例調査法 を採用 した の は， 主 に 以 下

の 諸点 に よ る 。   教師個々 人 の 職能成長過程を描 くに は
，

一
定 の 同質性 を前提

と し な けれ ば分 析が 拡散的に な る ，   職能成長 を入 職後 と限定 す る な ら ば
，

そ

の 同質性 は教員養成課程 に 求 め られ る，   養成課程 の 同質性 を突 き詰 め れ ば
，

同
一

大学同
一

学科で か つ 所属研究室 が 同 じで あ る とい う条件 が 相応 しい
，   し

か も継続的 に 研 究会 に 参加 して お り職能成長 に 対 す る モ ラ ー ル が 高い とい う共

通指向が 見 られ る ，   この よ うな個人対象の 研究が こ れ まで 手薄で あ っ た
，

こ

とで あ る 。 さて ， 対象 を確定 して 後 ， 「教師の 力量 」項 目を設定 した 。 そ れ に

際 して は先行研究 を手掛か りと し， また被調査者自身 に よ る検討 も加 え て22項

目を選 んだ 俵 1− 2及 び別 表参照）。 次 い で
，

そ の 力量 項 目に 影響 を与 えた と

考 え られ る諸経験 を ， イ ン タ ビ ュ
ー

等 を通 して 知 り得 た被調 査者 の こ れ まで の

経歴 や 従来 の 研 究 で 指摘 され て きた もの を も と に
，

19項 目設 定 した （3 章 を参

照 ）。
また 職能成長 の 区分 を， 被調 査 者 の 経歴 を踏 ま えて 対 象 化 し うる と 考 え

られ る 「（V ）入 職後 7 年 目終 了時 まで 」 を上 限 に
，

こ れ ま で の 研 究 で 各 々 意

味 あ る時期 とい う 位置 づ け が 与 え られ て い る 「（IV）同 5 年 目終 了 時 ま で 」

「（III）同 3 年 目終 了 時 ま で 」 「（II）同 1年 目終了時 まで 」， 下 限 に は
，

そ の 後

の職能成長 に 向 け て 被調査 者が 共有 した場 ・準備期間で あ る 「（1）大学入 学

か ら卒業 まで 」 を置 き ， 全 5期 と した 。 そ して
，

こ れ ら を総合 して 質問紙 を作

成 し， 面 接 法 で 質 問 紙 調 査 を 実施 した （そ の 内容 は ， 2 章以 下 参照）。 調査者

側 で 回 答 を整 理 した 後 ， 回答 の 不 備 や 質問紙 で は充分 に 読 み取 れ な い 内容 に つ

い て イ ン タ ビ ュ
ー一して補 っ た 。

　 この よ うに 本 研 究 は ， 教師個人 に 焦 点 を あて
， そ の 教師 の 職能成長 を キ ャ リ

ア や パ ー
ソ ナ リテ ィ 等の 様々 な要因が 複合的 に 作用 した結果 として捉 えて 職能

成長過程 を分析 し よ う と して い る点 で ， 従来 の 調査研究 とは
一

線 を画 した もの

で あ る 。

　以 下 ， 被調査者 の職 能成長 に 表れ た 共通性 と異質性 に 着目しなが ら， 教 師自

身の 認識 に よ る職能成長 過 程 を分 析 し （2章）， 次 い で ， そ の 職能成長 に 影 響

を及 ぼ し た 諸要因 を 見て （3章）， 最 後 に
，

こ う した 分析 を通 し て 明 らか とな
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表 1 − 2　 本研 究 に お け る教 師 の 力量 構造 モ デ ル

力 量 発 揮 場 面　・ 領 域

授 　　業 学級 経 営
学 　校 　 経 　営

校 内関 係 校 外関係

常規 的性格の 強 い 力 量 a e
，
i 」 m教

師

行
動

高 度 な 専 門 性 が

要 求 さ れ る 力 量
b

， c ， d f，9 ，
h k ， 且 n ・o ，P

執 　　 　務　　　態　　　度

基 　　盤 　　的　　能 　　力 S ，　 t ，　 U ，　 V

※　本表 は ， 教師教 育研 究会（代表 永岡　順 ♪
『教師 の 力量形 成 と研 修 シ ス テ ム の 改善 に 関 する実証

　的研 究 』 （1983）， 9 貞 の 「図 1　本研究 の 教 師 の 力量 の 構造 ・
領 域 ・内容 項 目 」 〔西　穣 司執 筆ノ

　をもと に，力量項 目 の 大半 は， こ の 研 究に 依 拠 しな か ら も筆者 な り の 視 点 か ら若干の 修正 ，力 量

　項 目増 を施 して 作 成 し た
。

※ 　表 中 の ア ル フ ァ ベ ソ トは ， 力量項 目を表 す。なお，具体的 な力量項 目に つ い て は，別表 に 示 す Ct

別表　
「
教 師 の 力量」 調 査項 目

調　査 　に 　用　 い 　た　力　量　項　目

aOHP な どの 教 育機 器 を適 切 に 活 用 す る 力量

b 教材 を分 析 し授 業内容 を構成す る 力量

c こ ど もの 反 応 に 応 じて柔 軟に 授 業 を展開す る力 量

d 教具 ・教 材 を開 発 す る力量

e
テ ス トの 採 点 ・指導要録 ・健康 診断 記録 の 記入，会計処 理 な どの 事務 を適切 か つ 迅
速に 行 う力 量

f ホ ー
ム ル ー ム 活動 な ど を通 じて 学 級 集団全体 の 質の 高 ま り を導 く力 量

9 こ ど もの 学校生活 が 豊か な もの に な る よ う教 室環 境 を整備す る力 量

h 日案 ・週 案 ・
年 間計画な ど を もっ て ， 学 級 を計画的に 運営 す る力 量

1 学級 経営 を進め る に あた っ て の 様 々 な事務的処理 を適切 に 行 う力量

， 校務分 掌 を適切 に 遂行す る力 量 （学校経 営 上 の 事務 的力量 ）
k 学年 会 ・

委員会 を企 画 し ， リー
ドす る力 量

1 学校の 教 育計画 を作成す る力 量

m 地域 の 人 と適 切 に コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン する 力量
nPTA や 各種 団 体 と の 連携 ・調 整 を適切 に 行 う力量

0 糎響男窒
’文 化 的 ’地 理 的 条件 を把握 し・ ・れ ・ を・ ど もの 学校 生活 ・ 取 ・从

P 家庭 へ の 連絡や 父母 会 の 運営 を適切 に行 う力量

q こ ど もと一緒 に 考 え， 行動 しよ うとす る情 熱や 行動 力

r 学校 の 他 の 教員 と協調 し ， 効率 的 な学校運営 に 貢献 しよ うとす る意欲 や 行動 力
S 教科の 指導 に 関わ る 学問 領域 に つ い てそ の 内容 を理解 ・修得す る力 量
t こ ど もの 心 理 や 発達段 階 な ど に つ い て の 学問 的理 解 力

u 一人 ひ と りの こ ど もの 心理 ・生 活状 況 を捉 える 力量

V 現代 の 教 育問題 ・思潮 に 対す る 理 解力
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教師の 自己認識 か ら見 た職能成長過程 と成長促進要因

っ た多様 な職能 成長 過程 を前提 と して 構想 され るべ き， 現職教育の 在 り方 に つ

い て 言及す る こ と に し よ う （4章）。

2　 教師の 考 え る職能成長 プ ロ セ ス

（1） 教師の 職能成長 に つ い て の 自己認識

　本調査で は ， まず第 1 〜 V 期 の 各時期 に お い て備 えて お くべ き程度を各力 量

項 目毎に 尋 ね た 。 回 答 は ， 第 1期の うち 大学入 学時で は 「全 く備 え て い な くと

も よ い 」か ら 「充分に 備 え て い るべ き」 まで の 5段階で 評価 し， 卒業時及 び第

II期 以降 に つ い て は ， そ の 直前の 時期 と較 べ て 「あ る べ き変化 （向上 〜 低 下 ま

で 5 段階）」 を選 ん で もら っ た
。 次 い で 同様 の 形式で

， 被調査者 自身 の 力量 に

つ い て 各時期 （自分の 現在期 まで ）の 程度を尋 ね た 。 処 理 に 当た っ て は
， 個人

別 に 各時期 の 成長得点 〔各時期の 評価 （＋ 2 〜 − 2 ）の 力量22項 目総 計〕 と力

量得点 〔各力量 項目毎 の 大学 入学 時の 評価 （＋ 5 〜 ＋ 1） に 各時期 の 評価 を累

加〕 と を算出 した 。 な お
，

こ の 回答 結果 に つ い て の 詳 しい 数値や 分析 に つ い て

は別稿 に 譲 り
 

，
こ こ で は ， 各教員の 回答 に 見出せ る特徴的 な事柄 を指摘 して

お くに 留 め る 。

  大学在学中（第 1期）の 成長 沈滞　　大学入 学時 と比 較 して 卒業時 に 力量 が

伸 び た とす る教員 は少 な く （特 に F 以外 は 全力量22中伸 びた とす る力量 数の 割

合 が 35％以 下 ），
また そ の 伸 び の 程度 は どの 力量 も低 い （成長得点 が 10点 以 上

は F の み ）。
こ れ は ， 後 述 の 入職 後 3年 目終了 時 まで の 急激 な 伸 び （成長 得点

が 10点未満 は A の み ） と対 照 的 で あ る 。

　  大学 に お け る基盤的能力の 伸 び　　 1期 に お け る力量 向上 は ， 全 体 的 に は

前述 の よ うに 相対 的 に 沈 滞気味で は あ るが ， た だ 1期だ けで み れ ば， 基盤 的能

力 （力量 s 〜 v ） に つ い て は 伸び た とす る傾 向が や や 強 い （成長得点満点 8 点

で 4 点以 上 が 4 名 ）。

　  卒業後入 職 3年 目終 了時 まで （第 II ・ IH期 ）の 急激 な 向上 　　II及 び111期 に

は A を 除 く全教 員 が 11以 上 の 力量 に つ い て 向上 した と して い る 。 特 に 全力量 と

も向上 した と す る教員 が II期 1名 ，
　 III期 2 名で あ る 。 また 力量 1項 目当 た り成

長 得点 （成長 得点／22） が 1．0以 上 の 者 は II期 2 名 ，
　 III期 3 名 で あ る 。 しか も

II期 よ り もm 期 の 方が よ り向上著 しい
。
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  授業関係力量 の伸 び　　また そ の 第 II〜 III期 に 特 に 著 しい 伸 び を 示 した 力

量群 は授業関係力量 （a 〜 d ）で あ り， 成長 得点満点 8 点 （2点 × 4項 目）で

4 点以 上 が
， 第II期 5名， 第III期 6名 で あ る 。 学級経営関係力量 （e 〜 i） も

伸び た と は答 え て い る もの の ， 伸び の 程度 は芳 し くない （成長得点満点 10点で

5 点以 上 が
， 第 II期 3名 ， 第III期 2名〉。

  入 職後 3年目以 降の 多様性　　上 記  〜   に つ い て は 回答者 に ほ ぼ 共通 に

見出 し うる特徴で あ っ た が
， 回答者間で著 し く違 っ て い た の は入 職 3年目以 降

の 成長 型 で あ る。
つ ま り典 型 と して 2 タイ プ が あ り ，

一
つ は 3 年目を境 に 力量

向上 が 鈍 り以後向上 した とす る力量項 目数が 減少 し力量 に よ っ て は低下 を認 め

る型 （特 に A ・ B ），
も う

一
つ は そ れ ま で の 伸び が 持続 しひ た す ら成長 し続 け

て きた と す る 型 （特 に 教 員 F ・ G ），
で あ る 。

　上 記   〜   の 事柄 の うち ，   〜   に つ い て は先行研 究 に お い て も指摘 され て

きた こ とで もあ り
｛3）

， 本稿で は
， 特 に

， 教師個々 人 に よ っ て 多様 な職能成長像

が あ る こ と を示唆 し て い る 上 記   に つ い て 詳 し く分析 す る こ と に し よ う 。

図 II− 1

8
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2

1

0

一 1

力量 「
こ と もと一 緒 に 考 え

， 行動 しよ う とする情 熱や 行動 力」の 変化 認識
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教師の 自己認識か ら見た職能成長過程 と成長促 進要因

（2） 異 な る職能成長観

　図 11− 1 は ， 力量 q に つ い て
，
A ・ B ・ F ・ G の 4名 の 力量 得点 の 各時期 を

通 じた 変化 を示 して い る 。
こ の 図に 端 的 に 現 れ て い る よ う に ， A は ， 第 III期 で

力量 が 向上 した と す る 項 目数 が 大幅 に 減少 して い る （第 1 期 か ら順 に ， 6 → 9

→ 3 → 1 → 0 ）。 A ほ ど で は な い もの の B も同様 の 傾向 に あ る （同 ，
7 → 12→

22 → 15→ 6 ）。
こ れ ら に 対 し て F は ， 第 IV期 で も全 力 量項 目に つ い て 向上 した

と して い る の で あ る （同，
19→ 22→ 22→ 22）。

G も F と同様 ， 強 い 向 上 傾 向が

み られ る の で あ る （同 ，
5 → 20→ 17→ 17）。

　で は ，
こ う した 認識 の 相違 は 何 に 由来す るの で あ ろ うか 。 そ こ で ，

こ の 4名

の 理 念型 と も言い う る ， 各 時期 に 「備 え て い るべ き」程度 を問 うた 結果 （「べ

き」） を こ の 自己 評価 （「実 態 」） と対 照 し て み よ う。 図 11− 2 （a ＞〜 （d）は ， 順 に

A
，

B
，
　 F

，
　 G に つ い て 各成長得点の 変 化 を図示 した もの で あ る （F ・G と も

　　 　　　 　　　 図 II− 2　 P 型 ・ M 型 教師の 職能 成 長過程
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に 教 員歴 が 7年 未満 で あ る た め第IV期 まで ）。

　 こ の 図 を見れ ば，
い ず れ も 「べ き」 と 「実態」 とが 示 す 曲線 に 強 い 相似 性 の

あ る こ とが わ か る 。 確 か に 「べ き」 と 「実態 」 との 間 に は得点差 が 認 め られ る

もの の
， 基本的 な変化傾向は相似 て い る の で あ る 。 こ れ が 意味 して い るの は ，

彼 らが い わ ば 自己 の 理 念 に 即 した 方向で 職 能成 長 の 過 程 を辿 っ て きて い る とい

う こ とで あ り， 同時 に その 限 りに お い て ， 自己 矛 盾 を起 こ す可能性 が 少 ない で

あ ろ う と い う こ とで あ る 。 こ と ほ ど さ よ う に 「あ な た は 教師 に 向 い て い ます

か 」 とい う自由記述の 問 い に 対 して ， 彼 らが い ずれ も肯定 的 な 回答 を寄 せ て お

り， 彼 らの 内に 自己矛 盾が 生 じて い な い こ とを示 唆 して い る 。

　す なわ ち ， 個 々 の 教師の 職能成長 に 対 す る 理 念的な モ デ ル 認識が 各教 師 の 実

際の 職能成長の 有 り様 を方向づ けて い る と考え られ る の で あ り，
こ こ で は紙幅

の 関係で 2 つ の タイプ しか 示 さな か っ た が教師 に よ っ て 多様 に あ りうる 理念 モ

デ ル に 応 じて ， 教師 そ れ ぞ れ が 様 々 な実際の 職能成長型 を形 成 して い る と思 わ

れ る 。

3　職能成長 に 及 ぼ す諸要因

　 す で に 職 能成長の 型 と し て 2 つ の タ イ プ を見た 。 便宜 的 に ， 前者 を
一

定の 成

長後 は 力量 水準 を基 本的 に 維持 す る 〈maintain ＞ 型 （M 型 ）， 後 者 を時期 と関

わ りな く基 本 的 に 力 量 を 向上 させ て い く ＜progress ＞ 型 （P 型 ） と名付 け て ，

各個 人 別 に 職能成長 に 影 響 を及 ぼ した 諸要 因に つ い て 詳 し く見 て い くこ と に し

よ う。

　 さて
， 職 能成 長 に 影 響 を及 ぼ した 諸要因 を見 る た め に

， 学生 時代 の ク ラ ブ活

動 ， 教育実 習 ， 留年 ， 教 員採用 試験 不 合格 ， 結婚 ， 出産 ， 転勤
， 行政研 修 ， 校

内研修 ， 組 合研 修 ， 研 究 会参 加 ， 地 域 活動 と い っ た 計 19項 目を予 め 設定 し， そ

れ らが
， 各 力量 に 対 して ど う影響 した か を尋 ね ， す こ ぶ る 好 影響 〜 す こ ぶ る悪

影 響 まで の 5 段階 （含 む無影 響 は
， 空欄 ）で 記 入 す る よ う求 め た

。 処 理 の 際 に

は ＋ 2 〜 − 2 に 得点 換算 して 各経 験 の 影 響得点 を集計 した 。 こ の 結 果 と イ ン タ

ビ ュ
ー に よ っ て 得 た 知 見 を も と に ， 以 下 ， 分析 を 展開 す る

。

（1） A 教員 の 場合一 転勤 と趣味 か らの イ ン パ ク ト

A は 地域 と密着 し た 伝統校 か ら歴 史 の 浅 い 学 校 へ
， 入 職後 5 年 目に 転勤 し
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教師 の 自己認識 か ら見 た職能成長過程 と成長促進 要因

た 。 A が こ の 転勤 に よ っ て 受 け た影 響 は好悪 拮抗 して い る 。 慣例支配 の な い 学

校 を知 り 「学校」や 「地域 」 を捉 え直 す 中で
， 家庭 や地域 の 情報 分析 と関 わ る

力量 b ，
o

，
　 P

， や 学校経営関係力量 j，
　 k が 向上 した 反 面 ， 初対面 の 人 々 を

相 手 に 新 た に 協働 的 な 関係 を形成 し始 め な け れ ばな らず， 力量 m ・n ・q ・ r

の 向上 が 阻害 され た と受 け止 め て い る の で あ る。

　 また A は上 述 19経験 項 目 に 「自分 の 趣 味 」 を加 えた 。 それ ほ ど ， 趣味が 職 能

成長 に 与 え た 影響 も大 きい
。 彼 は ， 在学中フ ォ

ー
ク ソ ン グ部で 活 躍 し音 楽 を趣

味 と して きた 。 それが 発 展 して
， 最近 は コ ン ピ ュ

ー タ操作 も楽 しん で い る 。 音

楽教材 の プ ロ グ ラム 化 で 入 選 した経歴 が 示 す よ うに
， 力量 a ・ d ・ s の 向上 に

好影 響 を与 え て い るの で あ る （影響得点 4 ）。

　 と こ ろで A は 入職 3 年目に 結婚 し， そ の 2年後 に父親 に な っ て い る 。 それ以

前の 気楽 さが あ っ た頃 に 較べ て
， 結婚 で 生活 が安定 し ， 親 と な っ て家庭の 比重

が一
層高 まる と と もに ， 教職経験 の蓄積 に よ っ て仕事も こ なせ るよ うに な っ て

い っ た の で あ る 。 そ して 転勤 。

　A は 自 らの 教員歴 を振 り返 っ て ， 「3 年 目 ぐらい まで は， た だ働 くだ け，
4

〜 7年 目は 自分 の や っ て い る こ とが見 えて き た。 その 後 は ， 発 展 しな くな っ

た 。 」 と述懐 して い る
。 家庭環境 の 変化 と職場環境 の 変化が ほ ぼ 時 を 同 じ くし

て お こ り， 新環 境 へ の 適応 とい う課題 を抱 え つ つ も ， 新鮮 な刺激 を受 け て 生 活

が 活性化 し た の で あ る 。 し か し，
や が て 新環 境 に も順 応 し て くる に つ れ 鎮静

し， 新 しい 刺激 を求め 「教職 に 『希望 亅が な くな っ た」 と して 転職 を考え 「マ

ン ネ リを何 とか せ ね ば と」 とい う事態 に 陥 っ て い る の で あ る 。 M 型教師 A は ，

教職経験 を一
通 り積 み 上 げて 人並 み の 力量水準 に 達 し

， 自ら を 問い 直 す 余裕 を

持 っ と同時 に
，

ま た
一

段飛躍す るた め の イ ン パ ク トを渇 望 して い る状 態 に あ

る
，

と言 え よ う。

（2） B 教員 の 場合 一 教員採用試験失敗 と地域活動か らの イ ンパ ク ト

　 B は教員採用 試験 を 2度失敗 し ， 留年， 専攻科進 学 を経 て 教職 に 就 い た 。
B

自身 ，
これ らの

一
連 の 経験 が 自己 を見 つ め さ せ ， 在学期間 を延 長 した こ と とあ

い ま っ て ， 他の 教師 も第 1期 に伸 び た と評 して い た基 盤 的能力群 の 力量 向上 に

好影響 （その 他 ， 専攻領域 の 学校経営関係力量 m ・ n ・P に も好 影響 ） を受 け

た と捉 え て い る
’

（影 響 得点 13）。

　 B も転勤 を昨春経験 して い るが ， A と異 な っ て 好影響 の み を認 め て お り （影
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響得点 9 ），
A が 悪影 響 を認 め た 力量 m ・ P に も好影 響 を認 め て い る

’
（他 に ，

b
，

c
，
　 e 〜 f ，

　 o ）。 ま た ，
　 B は 同和問題 を 中心 と し た 「地 域 で の 活 動」 に

深 く関わ っ て き て い る が ， こ の 経験 か ら も広範 な 力量 （c
， d ，

　 f ，
　 k 〜 q ，

u ） に 好 影響 を 受 け て きた と して い る （影響得点12）。 そ して こ の 地域活動経

験 が
， 転任 校 で の 適応 を円滑 に した よ うで あ る 。 転勤経験 は

，
そ の 前後 の 地域

状況 に 応 じて ， 正 負様々 な 影響 を及 ぼ す もの と考 え られ る 。

　 また 「研修」 に つ い て ， B は ， 行政研修 （影響得点 6 ）・ 校内研修 （同14）・

組合研修 （同 8 ） の い ずれ か ら も好影 響 を受 け た と して い る が
， 影響得点か ら

見 る と校 内研修 が 最 も高 く， また影響 の 範囲 も広 い （力量 12項 目）。 さ らに 前

述 の 地域活動 と関わ る 「研究会参加 」の 影響 も広範で （力量 11項 目）， 影響得

点 も13点 と高い
。

こ の 両者 を併せ る と
，

ほ ぼ 全力量項目 （m ・ q ・ v を除 く）

に わ た っ て 好影響 を受 けて い る こ とに な る 。

　 こ う した認識 を背景 に
，
B は 「研修 の あ りか た 」に つ い て 「現 場で 自由な研

修が 取 り組 め る よ うな時 間 的 ， 財 政 的 ， 人 的保 障 が 必 要 だ」 と指摘 し， 研修課

題 を達成 す る に は 「時 間が 欲 しい
。 長期 研修 （内地 留学等） も有 り難 い が

， 校

内に い て で き る体制が あれ ば 」 と 自主研修 ， 校内研修重視 の 考 え を示 し て い る

の で あ る 。 B が M 型 とな っ て い る の は ， そ う した 体制 の 未 整備 ， 特 に B も また

結婚 ， 育児 に よ っ て 仕事 に 使 え る生 活時間 の 絶対量 が 減 っ て きた の と裏腹 に 仕

事や責任 が 増大 して きて い る こ と
，

に 大 き く起 因 して い る と考 え られ る
ω

。 ま

た ， 前任校時代 に 受 け た 地域活動か らの イ ン パ ク トが 強か っ た こ とに も よ る 。

（3） F 教員 の 場合 一 大学時代 の ク ラ ブ活動か らの イ ン パ ク ト

　 F は大学在学中， 地 域 教育実 践 系サ
ー

クル に 属 し， 指 導 的地位 に も就 い た こ

とが あ る 。 そ の た め F の 場合 は ， 大学時代 の クラ グ活動 が 学級経営 （f ）や 学

校経営 （k 〜 n
，

P ）上 の 力量 あ る い は執 務態度 ， 基盤的能力 （s 〜 v ） とい

っ た力量 の 向上 に 与 え た 影響 が 強 い （影響得点19）。 また ，
こ の サ

ー
ク ル で 培

っ た 志向性 に 沿 っ て ， 教職員組合 に も積極的 に 参加 して お り， 組合研修 か ら も

好影 響 を受 けて い る （力量 q ・ v ）が
， 力 量 r に つ い て は 悪影 響 を受 けた と し

て い る 。
こ れ は ， 同和教育 をめ ぐっ て の 見解の 相違が組合研修 の場で

一
層明 ら

か に な り ， こ の こ とが 教員間の 対立 を招い て し ま っ て い る， と捉 え て い る こ と

に よ る 。 また 行政研修 に つ い て も
， 力量 a 〜 c に つ い て は好影響 を認 め て い

る 。
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　 と こ ろで ， F の 勤務校 は 7 学 級 （管理 職 を 除 く教員10名）で 30歳代以 下 の 教

員が 8名 と若 い 教 員層 中心 の 僻 地 指定 を受 け た小 規模絞 で あ る 。 こ う した 学校

特性 を背景 に ， 「何 をす る に もす ぐに 集 ま り」， 学校 と し て の ま と ま りが で きて

い る と い う。 そ の た め
， 執務 態度 の 力 量 向上 が 著 しい も の の ， 研修組織が 充分

に 組 め な い とい う制約 もあ っ て ， 校内研修 に は必 ず し も強い 影響 を認 めて は い

な い （影 響 得 点 5 ）
〔5）

。
た だ し

， 研 究会 に つ い て は 強 く広 い 影 響 （得点19， 力

量項 目数 12） を認 め て お り， 校内組織 の 限界 をそれ で 補 っ て い る よ うで あ る 。

した が っ て 職場 の 影響 とい うよ り も， や は りサ
ー

クル で培 っ た 教育 へ の 情熱 と

自主 的精神 が 彼を P型 に させ て い る よ うに 思わ れ る 。

（4） G 教員 の 場合
一

教職員組合か らの イ ン パ ク ト

　 G の 場 合 に 特徴的で あ る の は ， 行政研修 ， 校内研修 ， 組合研修か らの 影響の

受 け方 で あ る 。 行政研修は ， 他の 2種 の 研 修が 高い 影 響得点 （各々
，
19， 17）

を挙 げて い るの に 対 し て ， 逆 に
一 7点 とな っ て い るの で あ る 。 そ の 背 景 に は

，

G の 勤務校の 事情が あ る
。

　 G は ， 学生 時代 は サ
ー

ク ル に も属 さず あ ま り活 動 的で は なか っ た が
， 入職 し

て
一

変 した 。 彼 自身 ， 「新採の 職 場 が ど うい う職場か と い うこ と が 決 定的 な わ

か れ道 に な っ た と思 う」 と述べ て い る。 彼の 初任校 （現在 まで 同 じ） の組合組

織率 は極 め て高 く， 先輩教師か ら思想 的 に も多大 な 影響 を受 けた の で あ る 。
こ

の 学校 は
， 管理 職 を除い た 教員が 32名 で ， うち 30歳代以 下が 29名 と圧 倒的 に 若

い 教員 が 多 く， 教育実践 へ の 意欲 も高い
。 しか し ， 組合 と管理 職 との 対 立 が 激

し く， 行政研修 をめ ぐっ て も強権的性格が 濃 い とい う
（6）

。

　 G は 「行政か らの締 め つ けが 厳 しい か ら嫌 に な る」 と述べ
，

また 厂理 想 とす

る教師」 に 同僚 の 名 を挙 げ 「職場 の 先輩教師集団」か ら教師 と して の 自分 の 生

き方 に 大 き な影 響 を受 け た と述 べ て
， 「そ うい う教 師 は 組 合 に 入 っ て 行政 とや

りあ っ て い る人 」 と付言 して い る 。
つ ま り， G は勤 務校 の 在 P 方か ら強 く影 響

さ れ て
， P 型 教 師で あ り続 けて い る の で あ る 。

　 こ う した こ とか ら彼 は 「い つ も研究授 業 を担 当 し よ う と思 っ て い る 」 し ， 自

主 的 な研 究 会 へ も積 極 的 に 参加 して い る 。 研究会 が 彼の 力量 向上 に 与 えた 影 響

もす こ ぶ る大 きい
。 力量 b 〜 d

，
f

，
　 h

，
　 k

，
1

，
　 q

，
　 s 〜 v に わ た っ て 好影

響 を認 め て い るの で あ る （影響得点24）。 だ か ら彼 は ， 「自由 に 研 修 す る こ とが

保 障 され な い と実が ない 」 と断言 し て い る 。
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（5） ま とめ

　以 上 ， 4名の 教 師 に つ い て 分析 して きた 。 M 型 と P 型 とい う力量上昇パ タ ー

ン の 違 い を 導い た 要因 を言 い 当て る こ と は
，

こ こ で の デ ー
タ の み で は 難 し い

が
， イ ン タ ビ ュ

ー 等を総合す れ ば， 以 下の 点が そ れ ぞ れ の あ り方 を方向づ け る

もの と推察 され る 。

　ひ とつ は
， 私的側面 で あ る。

20歳代か ら30歳代 に か けて 起 こ る ， 独身 か ら結

婚， 出産 とい っ た変化 に よ っ て 自分 を取 り巻 く家庭環境が 変わ り， こ れ が 教師

に 大 き な影響 を及 ぼ す 。 また ，
こ れ ら に 加 えて 過去に 形成 され現 在 も常 に更 新

され て い く， 教師 の 趣味 ・ 特技 ， 広 くは志 向性 ・ 価値観が 連関 して い る 。

　 も うひ とつ は
， 公 的側面で あ る 。 学校 に お け る教職員組合の あ り方 ， 管理職

あ る い は行政 との 個人 的 ・ 組織的関係 ， ま た学校規模 ， 教員の 年齢構成 ， 地域

に お け る学校 の 位置が
，

そ の 学校 と地域 に 関わ る教師 と して の 自分 の あ り方 を

大 き く規定 す る 。
こ う した ，

ど れ ひ とつ と して 独立変数 とな り得 な い 諸要因 を

包括 す る両側面が 絡み 合 っ た と こ ろ に ， 教師で あ る そ れ ぞ れ の 自分像 ，
そ して

モ デ ル と して の 教師像 が 形作 られ て い る と言 え よ う。

4　 教師の 多様 な職能成長 と現職教育 の課題

　 こ れ まで の 教 師 の 職 能 成長 論 で は 「養成 教育期 に お い て 完 成 され た 教師 と な

る の で は な く， 教 師 は絶 え ず専門的成長 を遂 げ て い く とい う観点 は ほ ほ哄通 し

た 見解 とな っ て い る 」
（7＞

と は 言 う もの の
， 本事例 調 査 に お い て 見 出 さ れ た の

は ， 理 想 と現 実 と もに
， そ の よ うな成長 し続 け る P 型 職能 成 長 像 だ け で は な

く，

一 定 の 到達水準 を維持 す るM 型像 で あ っ た 。

　で は ， M 型 の 教師 は ， 成長 し続 け る こ と を放 棄 し た研 修 逃避 指 向 の 強 い 教 師

で ある の で あ ろ うか
。 少 な く と も本事例調査 で取 り上 げた 2人 の 教師は ， 他の

教師 と同様 ， 積極的に 研究室 単位の 研 究会 に も出席 して 研 究発 表 し
，

ま た
，

1

人 は視聴覚主任 と して ， もう 1人 も趣味 を生 か し， そ れ ぞ れ コ ン ピ ュ
ー

タ を用

い た 教 材 開発 に 積極 的 に 取 り組 ん で い る 。

　 こ の こ とが 意味 して い る の は ， た と えM 型 で あ ろ う と
， 職能成長 に 対 す る姿

勢 は崩れ て い な い
，

む し ろ
一

貫 して 自らの 理 想像に 沿 っ た職能成長過程 を追求

して い る と い う こ とで あ る 。 客観的 に 評価 した と き ， P 型 とM 型の 教師 に どれ

72 日本教育経営学会 紀要第 30号

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japanese Association for the Study of Education Adinistration (JASEA)

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assoolatlon 　for 　the 　Study 　of 　Eduoatlon 　Adlnlstratlon 　（JASEA ｝

教師の 自己認識か ら見た職能成長過程 と成長促進要因

程 の 教育力の 差が 見出され るか は 定か で は な い
。 しか しそれ は こ こ で の 問題 で

は な く，
P 型 ・ M 型 に典型 的 に 見 られ る 多様 な職能成長像 を 前提 に し た と き ，

い か な る現 職教育が 構想 さ れ ね ばな ら な い か で あ る 。

　今 日
， 教 員研 修の 体系化 が 各都道府 県 の 教育 セ ン タ

ー 等 で 進 め られ て い る 。

そ の 体系化 は
， 教 職経験年数や 職 位 に よ っ て 横断的 に 切 り取 られ た 教員層 を対

象単位 と して構想 され て い る 。 した が っ て ， 各 層 に 置 か れ た 教師個々 の 指向性

や 状況 な ど と は無 関係 に 研修機会 が提 供 あ る い は 強制 され て し ま う こ と に な

る
。

そ れ で 研修課題 を確定 し うるで あ ろ うか 。

　体系化 され るべ き は ， 研修機会 で は な く職能成長 過程で あ る 。 しか も， 体系

化 の 主体 は職 能 成長 を遂 げ る教師自身 で な けれ ばな らな い
。 自らが 描 く理 想的

な 職能成長像 に 沿 っ て 様 々 な研修機会 を組み 立 て ， そ れ らを通 して 自らの 専門

的成長 を 図 っ て い くこ と こ そが 必 要な の で あ り ， そ れ が で き る の は教 師本人以

外 に な い
。

　生涯教育 ， 生涯 学 習 の 理 念が
一 定の 承認 を得て 具体的 な制度化が 進 め られ て

き て い る今 日 ， 現職教育 に お い て も ， その 理念を踏 ま えた 在 り方 を展望 す る こ

とは停 滞 した 現状 を打 開す る
一 策に は な りう る 。 教師が 児 童生徒 に 対 して 自己

教 育 力の 育成 を説 くの で あれ ば ， 教師自身 ， 自己教育力 を備 えて い る こ と は 当

然 の 前提 で あ る 。 そ の 自己教育力は ， 自己評価を基礎 と し て 育 まれ るべ き もの

で あ る
〔8｝

。 職能成長 を遂 げて い る 自己 を正 し く認識 し
， 更 な る成長 に 向 けて 自

己 を駆 り立 て て い く 「自己 」 こ そが 求 め られ る 。
そ し て

，
そ の 「自己」 を映 し

出す 同僚教師集団の 在 り方 は ， 職能成長 を高め る重 要 な要 因 で あ る 。 す な わ

ち ， 教師個人 の 職能成長 と集団 と して の 教育力の 向上 とは相即 的関係 に あ る と

い え る
。 個人 を育 み 集団 を高 め る研 修形 態 が 求 め られ ね ばな らな い

。

　さ て
， 本研 究 は 限 られ た 事例 を もとに した もの で あ り， 今 後 は ， も っ と多 く

の 事例 を探 り， 多様 な職 能成長像の 具体 的 な有 り様 を 明 らか に して い くこ とが

必要 で ある 。
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付記 ：本研 究は
， 木岡 と榊原の 両名が 共同で 構想 し分析 した 成果 で あ る 。 執 筆 に 当

　　た っ て は ， 1 及 び 4 を木岡が 担当 し ， 2及 び 3 を榊原 が 担 当 した 。 そ して ， 全

　　体 を通 して木 岡が 加筆修正等 を施 し調整 した 。
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